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「中国・３都市（上海、青島、大連）を
“一見観”（前編）」

富山県貿易・投資アドバイザー 野 村 允

はじめに
３月８日から１５日までの８日間、中国の３都市
（上海、青島、大連）を訪問する機会を得た。今
回の訪問目的は、�今、日本でも注目されている
３都市の近況、�３都市に進出している富山県企
業の現状、�今後、富山県と３都市とのさらなる
経済交流の可能性の有無 ��などを探ることにあ
った。ただ、今回の３都市への訪問期間がそれぞ
れ短かったことや訪問先が中国国際貿易促進委員
会支部、ジェトロ、数社の富山県企業等に限られ
ていたため、訪問目的を十分果たし得たとは言え
なかった。
本稿は、今回の訪問目的に沿って見聞した事情
を簡潔に、かつ羅列的にまとめたものである。

１ ３都市の特徴的な表情
３都市の概況は表１の通りである。
�１ 上海市
大正時代上海市に住んでいた詩人島津四十起

は、１９２０年代の上海を「フランス、ドイツ、イ
ギリス、その国々の文明に輝く、バンドの建物、
自動車帯の如く連り、黄浦江上１万トンの艨艟
（軍艦のこと）浮ぶ」と歌っている。
３年振りに、“バンド”の景観に魅了されな
がら旧市街の一画を徘徊すると、上海市が中国
経済の中心地、流行の先端地と言われているだ
けに、北京市にはない“自由”と“解放感”を
肌身で感ずる。今回の短い時間の滞在の中で、
特に印象に残ったことを以下のようにまとめて
みた。
�市内中心部の一角にある“味千ラーメン”
の店内（とんこつラーメンの店）は異様な賑わ
いを呈していた。店の壁が大型の相撲の錦絵で
彩られている雰囲気の中で、大声で談笑してい
る家族連れ、若者たちの姿、入店の順番を待つ
切れ目のない行列を見た時の驚きは極めて大き
かった。熊本市に本社があり、国内外合わせて
１７０店舗を展開している“味千ラーメン”は、そ

表１ 上海・大連・青島 ３都市の概況

上 海 大 連 青 島

概 要
直轄市。中国最大の国際都市、かつ中国
経済の中心都市

遼寧省内における経済・交通面の要所。
東北３省の玄関口

中国東部沿岸にある主要な経済中心都市
（中国の重要な通商港を有する）、国家レ
ベルの歴史文化都市であり有名な観光地

面 積 ６，３４１� １万２，５７４� １万６５４�
人 口 １，６７４万人 ５８９万人 ７１６万人

Ｇ Ｄ Ｐ ４，５５１億元 １，１１１億元 １，３１６億元

平 均 賃 金 １５，４３９元 １１，９０１元 １１，４２６元

日本からの
ア ク セ ス
（週）

成田５８便、関西２８便、名古屋１１便、福岡
１４便、札幌２便、仙台２便、福島２便、
新潟２便、岡山２便、広島３便、長崎２
便、沖縄２便

富山４便、成田１５便、関西８便、名古屋
２便、福岡４便、広島２便

成田４便、関西４便、福岡３便

中 国 国 内
航 空 便
（週）

７６都市
（瀋陽３８便、大連５５便、青島６７便、天津３５
便、北京２１３便、広州１００便、香港７０便）

４５都市
（瀋陽１４便、上海５５便、青島４０便、天津１５
便、北京１２２便、広州２１便、香港１０便）

４４都市
（上海１１便、北京８便、大連７便、広州７
便、ハルビン８便、瀋陽７便等）

富 山 県
進 出 企 業

１７企業
（YKK、北陸銀行、川田工業、不二越、米
原商事、タカギセイコー等）

１５企業
（YKK、木下食品、サンエツ精工、リッチェル、
中部工営、日本オープンシステムズ等）

	トータル・サウンド・スタック

日本進出企業
約２，７８０企業
（松下電器、パイオニア、NEC、東芝、キ
リン等）

約１，７４０企業
（東芝、グンゼ、TDK、キャノン、TOTO
等）

約２００企業
（山口銀行、松下電子部品工業、三洋電機、
ライオン、カルビー食品、ベンダ工業等）

日本人長期滞在者 約１０，０００人 約１，６００人 約１，１００人

経済・産業
中国経済の製造、国内販売、研究開発の
拠点都市となっている。

環境を重視した観光、国際商業、ハイテ
ク産業都市を目指している。

各業種の大手外資企業とともに中国第１
位の家電メーカーハイアールの立地など
視野の広い産業構造を形成。

資料：３都市資料から作成
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の土地の文化と地域性を考慮した味の調合を行
いながらも、創業以来の製法は守り続けている
ということであった。
�近年、リニアの導入を実現するなど、常に
世界の先端を走ろうとしている上海市では、経
済の発展に伴う個人所得の向上によって市民の
ライフスタイル、消費構造の先進国化が一段と
進んでいる。特に、日本風のライフスタイル（厨
房設備、家具調度品、車のアクセサリー、子供
用品、入浴剤など）への関心が高まっていると
いうことである。
�現在、上海市では２０階以上の高層ビルが２，０００
棟以上あるが、空室率は平均１８％（日本は８％
程度）と推測されているにもかかわらず、建築
中の高層ビルを方々で見ることが出来た。夜半、
ホテル周辺で花火があがった。高層ビルの間か
ら、次々とあがっては消える花火を眼下に見る
ことが出来た。“女性の日”（３月８日）を記念
してあげられた花火ということであった。
�上海市は、第１０次５ヵ年計画で「上海を現
代的な国際大都市とし、経済、金融、貿易、運
輸各面の国際センターとする」という目標を掲
げている。これらの目標達成のための戦略とし
て、長江デルタ地域内での激しい企業誘致競争
の中で、江蘇省など後背地との地域間産業調整
の推進があげられている。また、市街地中心部
の美化を進めることによって、誰もが住みたく
なるような街づくりにも重点を置いている。こ
のことは、現在進められている各種の大規模な
都市計画事業の完工によって、世界中の人が上
海市を居住地として憧れる街にすることこそが、
上海市に高付加価値産業を呼び寄せることにも
なるという考え方があるからであろう（図１）。

�２ 青島市
１９３２年、事実上戦争状態となった日本と中国
の現状を視察するため、国際連盟から「リット
ン調査団」が日本、中国に派遣された。団員の

一員であったシュネー（ドイツ人）の手記「満
州国見聞記」によると、当時の青島市について
「青島では、名実ともに誇りと憂いのまじった
感情が蘇ってきた。今、青島の外観は全くドイ
ツの都市という感じであった。日本人が同じス
タイルで建設を続け、中国人も忠実に原型を保
ったからである」と記している。
青島市の訪問は２度目であったが、今回もま
た、シュネー氏の見聞記を想起させるような旧
市街の景観（欧州風独自の街並みは逐年薄れて
きたとはいえ、色彩にその名残りを残している）
と近代化されつつある新市街とのバランスのと
れた都市構造は訪れる人に安堵感を与える。
以下、山口銀行、住友商事の各支店長との懇
談を主体に、青島市の動きをまとめてみた。
�青島市への外資企業の立地は好伸している
が（表２）、特に韓国の大手企業の進出が目立つ。
最近、釜山商工会議所と青島市との提携による
工業団地建設（１００社程度入居見込み）の動きが
ある。
�青島市の産業構造は、食品（青島市��農
水産基地）、ニット関連（同��綿花産地）、電
機・電子機器、消費財関連（ナイキの靴など）
など裾野の広さを特徴としている。ただ、華東、
華南に比べて機械部品の集積度が弱く、一部外
資企業では上海、大連から部品調達をしており、
青島市に拠点を置くハイアール（中国第１位の
家電メーカー）も部品を一部輸入に依存している。
�従来、青島市は大連市に対するライバル意
識が極めて強かった。近年、青島市は港のコン
テナ取扱量（中国第３位）、２００８年オリンピック
のヨット競技地に決定、豊富な水などいくつか
の優位性をバックに大連市に対しては自信を示
しているようである。
�青島市は、山東省内の地域間格差を是正す
るため、年２億元を拠出するなど省における拠
点性を高めている。
�青島市の日系企業は、近年、合弁よりはむ
しろ独資型が増えてきたが、アサヒビールと青島ビ
ールとの合弁、三洋電機とハイアールとの包括業
務提携など日中協力型のケースが目立ってきた。
�青島市には、日本人会（１５６社）があり、常

図１ 上海市の将来の姿

青島市

資料：『ジェトロセンサー』２００２／１１
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駐日本人数（居留証ベース）１，１００名と推測され
ている。最近、日本との交通手段の充実もあり、
青島市の日本に対するアプローチが急速に高ま
ってきている。
�陸海空の全面開放による“北方のハブ化”
を目指す青島市の発展計画は、まず、港湾機能
を青島港から黄島にある新青島港へシフトさせ
るため新港の整備が行われている。本年７月に
は、欧州、香港、台湾、中東航路が全て新港へ
移される予定である。また、２００８年オリンピッ
ク開催までの５年間に、約１００億ドルを投資して、
ヨットハーバーのほか、地下鉄の建設、新旧両
市街地を結ぶ高架道路、青島空港の滑走路延長
（欧米便の就航予定）、第２空港ビルの建設など
が進められている。そのほか、青島保税区には、
台湾、韓国、香港の工業団地および自動車交易
センター、建材展示センター、国際商品展示セ
ンターなど５つのセンターがつくられる予定である。
�３ 大連市
前述の「リットン調査団」の一員であったシ
ュネー氏の「満州国見聞記」の中で、特に大連
港について「大連港は既に、ロシア時代につく
られたが、日本の管理下におかれて以来、非常
に発展し、改良された。岸壁には８，０００トンから
１万トン級の船１４隻と小型船１８隻を同時に横づ
けすることが出来た。大連港は世界屈指の大商
港であらゆる国の艦船が入港しており、ドイツ
船もかなりいた」と記されている。
戦前、東洋一ともいわれた大連港の外観は、
今は一変し、その港湾機能は大窯湾港へシフト
しつつあるが、コンテナ取扱量（１２０万TEU―２００１
年）で中国第８位の地位を有する大連市は、今
なお中国北方における主要な国際港湾都市であ
ることは確かであろう。
以下、中国国際貿易促進委員会大連市分会と
の懇談の中で聴取した大連市の新しい動きをま
とめてみた（注：「AJEC REPORT」No．３１号・

２００３／３発行の“大大連建設を目指して”を併せ
て参照していただければ幸いである）。
�最近、大連市では、金州地区に部品加工セ
ンターが完成するなど部品関連の施設がいくつ
かつくられている。これまで大連市に立地して
いる日系企業からの大連市政府に対する強い要
請が、漸く実現しつつあるといえよう。
�これまで、日系企業を主体に一部部品（ケ
ーブル、ベアリングなど）は日本からの輸入に
依存していたが、最近、価格面で日本から欧州
へのシフト傾向が見られる。
�トヨタと第一汽車との業務提携に関連して、
大連開発区内に自動車部品メーカー（ディーゼ
ルエンジン関連）向けの工業団地を建設する計
画がある。
�３月１４日の夜、大連市郊外の住宅地域にあ
る小さな“隠れたレストラン”「阿房宮」へ案内
された。店内は、大連市駐在の日本人、中国人
の若きカップルなどで賑わっていた。店内を包
む和やかな雰囲気とソフトな接客マナーはこれ
まで張りつめていた緊張感を一ぺんに払拭させ
てくれた。日本の地方都市では、住宅地の中に
小さな“隠れたレストラン”が出現し、人気を
集めているが、大連市でも、市民の食生活の多
様化が進んでいるのであろう。 （次号続く）

表２ 青島市外資企業投資件数等推移

大連市

区 分 １９８４～９１ １９９２ １９９３ １９９４ １９９５ １９９６ １９９７ １９９８ １９９９ ２０００ ８４～００
累計

累計構成比
（％）

契約件数（件）
香港
台湾
日本
シンガポール
アメリカ
韓国
ドイツ
合同投資総額
（１００万ドル）
香港
台湾
日本
シンガポール
アメリカ
韓国
ドイツ

３２６
１５９
４０
３３
１２
３１
３３
２

４５９
２１２
３９
７１
１３
４７
４９
７

７６１
３６８
１３１
３９
１４
９２
７０
－

１，１０７
６６１
９６
８５
２５
１００
８０
－

１，３９９
５７２
２８６
７１
３８
１６０
１２６
８

１，８２８
８１０
２５２
７９
１３７
１１２
２００
１４

７４３
２１０
１４１
５４
２６
７３
１７１
８

１，１４５
４０１
９６
５０
１６２
８２
２８０
３３

７１８
１５９
９６
７０
２１
６９
２４８
４

１，４６７
４１９
５９
２２２
８２
１１７
４３６
１６

７１５
１０５
８１
６１
３１
９１
２６７
９

２，８０１
１８０
７９
１７４
７９
１５２
６８１
７９

６１７
９５
５６
５５
１１
７１
２５５
６

７３９
１０３
３９
５８
７６
６４
１９３
１

５５３
８２
５９
４６
１４
７８
１９０
１０

９８４
２３４
５７
６７
２４
１３０
１９８
１４

７１４
１０５
５２
５８
１４
７２
３２８
１２

１，７２７
５０７
１３２
６２
５８
３３７
２５３
３７

１，１２８
１３２
９２
１０６
１２
８２
５６０
１９

２，６６２
５８２
２０１
１５４
２３
４１２
６６５
７２

７，６７４
１，９８７
１，０３４
５９３
１９３
８１９

２，２４８
７８

１３，８０９
４，１０９
１，０５０
１，０２２
６７９

１，５４３
３，０３５
２７３

１００．０
２５．９
１３．５
７．７
２．５
１０．７
２９．３
１．０

１００．０
２９．７
８．０
７．４
４．９
１１．２
２２．０
２．０

注：香港にはマカオを含む。
資料：『北東アジアの産業連携／中国北方と日韓の企業』関満博
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